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道 標 「社会に開かれた教育課程」をどう実現するべきか～カリキュラム・マネジメントの視点から～
2016 年 12 月の中央教育審議会の答申は「社会に開

かれた教育課程」を理念として提示した。県教育委員
会は「学校教育指導の指針」において、「社会に開か
れた教育課程の実現に向けたカリキュラム・マネジメ
ントの確立」を掲げた。すなわち、「人生を拓く『確
かな学力』を育む」「思いやりのある『豊かな心』を
育む」「活力にあふれる『健やかな体』を育む」である。
そして、「主体的・対話的で深い学び」の実現である。
これは、中央教育審議会答申に基づく新学習指導要領
の施行に伴う措置である。
「社会に開かれた教育課程」の捉え方には、大きく
二つの解釈が考えられる。
一つ目は未来軸としての将来社会・未来社会を生き

抜く将来像という解釈である。産業構造が大きく変化
する 2030 年の日本の姿を想像してみるといい。人口
が減少し、驚異的な高齢社会が出現する。成人した子
供たちが身に付けるべき学力や能力とは如何なるもの

であろうか。学校は如何なる責務を担うべきであろう
か。このような社会の構造変化への深い認識を管理職
だけでなく教職員も持つ必要がある。
二つ目は社会軸としての学校という空間と、その

外側にある家庭、地域社会との連携・協働の推進とい
う解釈である。たとえば、地震に伴う津波等の災害に
対して、地域社会の学校に期待するものは大きい。復
旧においても、児童・生徒のボランティア活動は必要
であろう。地域の人材、広く言えば、日本の人材とし
て育っていく子供たちへの期待を多くの人が持ってい
る。その期待を踏まえどのような人材を育てるのか学
校教育を学校内に閉じずに、その目指すところを社会
と共有・連携しながら実現させていくことが必要であ
る。
新学習指導要領の移行期を迎え、「社会に開かれた

教育課程」の理念とその実現するための方策について
考えていきたい。
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